
（単位：千円）

［ 資 産 の 部 ］ ［ 負 債 の 部 ］

1,714,445 1,471,041

現 金 及 び 預 金 379,516 買 掛 金 216,071

売 掛 金 160,600 短 期 借 入 金 400,000

商 品 及 び 製 品 969,334 １ 年 内 返 済 予 定 長 期 借 入 金 392,076

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 81,577 未 払 金 157,371

前 渡 金 29,157 未 払 費 用 55,834

前 払 費 用 11,994 未 払 法 人 税 等 71,821

未 収 入 金 60,786 前 受 金 73,503

未 収 消 費 税 16,311 資 産 除 去 債 務 6,274

そ の 他 5,166 そ の 他 98,088

固　定　資　産 3,923,611 1,153,913

   （有形固定資産） 676,513 長 期 借 入 金 816,844

建 物 370,031 退 職 給 付 引 当 金 88,524

車 両 運 搬 具 0 長 期 未 払 金 4,121

工 具 、 器 具 及 び 備 品 39,757 資 産 除 去 債 務 153,823

土 地 266,724 そ の 他 90,600

負 債 合 計 2,624,954

   （無形固定資産） 43,098 ［ 純 資 産 の 部 ］

ソ フ ト ウ ェ ア 43,098 3,011,958

10,000

   （投資その他の資産） 3,203,999 3,001,958

関 係 会 社 株 式 22,298 利 益 準 備 金 4,000

出 資 金 9,520 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,997,958

長 期 前 払 費 用 7,755 別 途 積 立 金 38,300

繰 延 税 金 資 産 146,903 繰 越 利 益 剰 余 金 2,959,658

差 入 保 証 金 816,497 1,143

投 資 不 動 産 2,201,023 1,143

純 資 産 合 計 3,013,101

資 産 合 計 5,638,056 負 債 ・ 純 資 産 合 計 5,638,056

評価・換算差額等

　　繰延ヘッジ損益              

流　動　資　産 流　動　負　債

固　定　負　債

株　　主　　資　　本

　　資 　　本　 　金              

　　利 益 剰 余 金

 貸　借　対　照　表 
（2024年８月31日現在）

科　       目 金       額 科　  　　　目 金       額



 

個別注記表 

１． 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価方法 

① 子会社株式 移動平均法による原価法を採用しております。 

② デリバティブ 時価法を採用しております。 

③ たな卸資産 

・商品、原材料 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基

づく簿価切下げの方法により算定）を採用しております。 

（２）固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 定率法（ただし、1998 年４月１日以降に取得した建物（附属設

備を除く）並びに 2016年４月１日以降に取得した建物附属設備

及び構築物については定額法)を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物 ７～34年 

工具、器具及び備品 ３～10年 

② 無形固定資産 定額法を採用しております。 

なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可

能期間（５年）によっております。 

③ 投資不動産 定率法（ただし、1998 年４月１日以降に取得した建物（附属設

備を除く）並びに 2016年４月１日以降に取得した建物附属設備

及び構築物については定額法)を採用しております。 

なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

建物 15～34年 

（３）引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸

倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については回収可

能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。 

② 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、事業年度末における退職給付

債務見込額（簡便法）に基づき必要額を計上しております。 

  



 

 

（４）収益及び費用の計上基準 

商品の販売に係る収益は、主に一般顧客向けの衣料品販売であり、顧客との販売契約

に基づいて商品を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、商品を引き渡

す一時点において、顧客が当該商品に対する支配を獲得して充足されると判断し、引渡

時点で収益を認識しております。 

なお、商品の販売のうち、当社が代理人に該当すると判断したものについては、他の

当事者が提供する商品と交換に受け取る額から当該他の当事者に支払う額を控除した

純額を収益として認識しております。 

 

（５）ヘッジ会計の方法 

イ．ヘッジ会計の方法 為替予約が付されている外貨建金銭債務については、

振当処理を行っております。 

ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象 （ヘッジ手段）  （ヘッジ対象） 

  為替予約     外貨建金銭債務 

ハ．ヘッジ方針  為替等の相場変動に伴うリスクの軽減を目的に通貨

に係るデリバティブ取引を行っております。 

ニ．ヘッジ有効性評価の方法  為替予約の締結時に、リスク管理方針に従って為替

予約を振当てており、その後の為替相場の変動によ

る相関関係は完全に確保されているので決算日にお

ける有効性の評価を省略しております。 

（６）その他計算書類作成のための基本となる事項 

   消費税等の会計処理     税抜方式によっております。 

 

２． 貸借対照表に関する注記 

（１）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

① 短期金銭債権      4,390千円 

② 短期金銭債務     85,522千円 

（２）有形固定資産の減価償却累計額 1,538,603千円 

 投資不動産の減価償却累計額   329,571千円 

（３）取締役等に対する金銭債務 

    長期未払金      4,121千円 

（４）保証債務 

関係会社の金融機関からの借入及び外国為替取引について、債務保証を行ってお

ります。 

株式会社オンリーファクトリー   11,133千円 



 

３． 税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産 

商品 25,028千円 

未払事業税 7,033千円 

未払賞与 16,003千円 

未払金 2,289千円 

資産除去債務 55,233千円 

長期未払金 1,421千円 

退職給付引当金 30,540千円 

減損損失 3,439千円 

関係会社株式評価損 1,035千円 

その他 18,850千円 

 小計 160,875千円 

評価性引当額 △4,132千円 

繰延税金資産合計 156,742千円 

繰延税金負債 

 資産除去債務に対応する除去費用 9,237千円 

 デリバティブ資産 2,775千円 

繰延税金負債合計 12,013千円 

繰延税金資産純額 144,729千円 

  



 

４． 関連当事者との取引に関する注記 

種類 会社等の名称 議決権

等所有

割合 

関連当事者

との関係 

取引の内容 取引金額 

（千円） 

科目 期末残高

（千円） 

子会社 ㈱オンリー 

ファクトリー 

所有 

直接 

100.0％ 

商品の購入 

役員の兼任 

商品の仕入

（注１） 

473,556 買掛金 83,869 

債務保証

（注２） 

11,133 － － 

子会社 ㈱オンリー 

トレンタ 

所有 

直接 

100.0％ 

商品の販売 

役員の兼任 

商品の販売 98,998 未収入金 20,302 

（注）１．価格その他の取引条件は、市場の実勢価格等を勘案して、価格交渉の上決定

しております。 

２．株式会社オンリーファクトリーの金融機関からの借入及び外国為替取引につ

いて、債務保証を行っております。なお、保証料の受取りは行っておりませ

ん。 

 

５．１株当たり情報に関する注記 

１株当たり純資産額  3,013,101円 

１株当たり当期純利益   553,622円 

 

６．当期純損益金額 

当期純利益          553,622千円 




